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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
鬼
と
山
人
―
『
津
軽
口
碑
集
』
を
基
点
と
し
て
―

昔
話
の
中
の
鬼

佐 

々 

木
　
達 

司
　

１
、
青
森
県
初
期
の
昔
話
調
査

　

ま
ず
、『
津
軽
口
碑
集
』
が
出
版
さ
れ
た
、
昭
和
初
期
の
青
森
県
の
状

況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）、
千
葉
県
の
医
師
、
内
田
邦
彦
が
五
所
川
原

町
に
移
住
し
、
診
療
の
か
た
わ
ら
口
承
文
芸
の
調
査
を
し
た
。
そ
の
成
果

が
昭
和
四
年
に
郷
土
研
究
社
か
ら
『
津
軽
口
碑
集
』
と
し
て
出
版
さ
れ

た（
１
）。

同
書
に
鬼
と
山
人
の
記
述
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
初
の
調
査

記
録
で
あ
り
、
精
度
の
高
い
資
料
と
い
う
点
で
注
目
し
た
い
。

　

昭
和
三
年（
一
九
二
八
）、東
奥
日
報
社
が「
懸
賞
民
話
伝
説
」を
募
集
し
、

入
選
作
の
連
載
を
始
め
た
。
同
五
年
、
一
等
入
選
の
川
合
勇
太
郎
が
、
こ

れ
ら
の
入
選
作
や
『
津
軽
口
碑
集
』
の
一
部
を
書
き
直
し
、『
津
軽
む
が

し
こ
集
』
と
し
て
出
版
し
た
（
２
）。

　

昭
和
四
年
に
奥
南
新
報
が
、
聞
い
た
ま
ま
の
報
告
を
求
め
た
「
村
の
話
」

の
連
載
を
開
始
、
同
十
六
年
、
戦
争
で
新
聞
統
合
（
実
質
廃
刊
）
に
な
る

ま
で
一
〇
三
三
回
続
い
た
（
３
）。

昭
和
十
一
年
、
柳
田
国
男
が
こ
の
中
の
昔
話

を
分
類
し
て
、
雑
誌
『
昔
話
研
究
』
に
「
八
戸
地
方
の
昔
話
」
を
連
載
し

た（
４
）。

こ
れ
は
柳
田
の
話
型
研
究
の
基
礎
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

中
道
等
・
中
市
謙
三
・
小
井
川
潤
次
郎
・
夏
堀
謹
二
郎
・
能
田
多
代
子

と
い
っ
た
民
俗
研
究
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
が
、
雑
誌
に
昔
話
を
発
表
し
、

尋
常
小
学
校
や
女
学
校
な
ど
で
生
徒
を
介
し
た
昔
話
の
間
接
採
集
が
行
わ

れ
た
。
竹
内
長
雄
・
小
井
川
潤
次
郎
、
小
井
川
静
夫
が
生
徒
に
昔
話
を
宿

題
と
し
て
課
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

青
森
県
は
、
南
部
・
下
北
・
津
軽
の
三
つ
の
文
化
圏
に
分
か
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
歴
史
や
気
候
風
土
も
異
な
る
。
昔
話
の
結
句
も
、
南
部
が
「
ど
っ

と
は
れ
」、
津
軽
は
「
と
っ
ち
ば
れ
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
下
北
は
両

者
が
混
在
す
る
ほ
か
「
一
生
暮
ら
し
た
」
系
の
結
句
が
多
い
。
こ
う
し
た

地
域
差
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
見
て
い
き
た
い
。

２
、
鬼
神
信
仰
に
重
な
る
鬼
の
イ
メ
ー
ジ

　

イ
メ
ー
ジ
は
昔
話
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
犬
や
猫
、
蛇
と
い
っ
た
日

ご
ろ
見
な
れ
た
動
物
で
も
、
昔
話
の
中
で
は
異
な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら

れ
、
聞
き
手
は
そ
れ
を
当
然
の
事
と
し
て
受
け
と
め
て
い
る
。
鬼
の
よ
う

な
架
空
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
語

り
手
の
聞
き
手
の
間
で
共
有
す
る
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を
、「
食
わ
ず
女
房
」

と
「
瓜
姫
」
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

　
「
食
わ
ず
女
房
」
に
は
、
Ａ　

蛇
女
房
型
、
Ｂ 

く
も
女
房
型
が
あ
る
が
、
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青
森
で
は
ほ
と
ん
ど
が
蛇
女
房
型
で
、
し
か
も
正
体
が
鬼
に
変
わ
る
と
い

う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
瓜
姫
」
に
は
主
人
公
が
幸
福
な
結
婚
に
至
る
西
日
本
型
と
、

残
虐
な
死
を
と
げ
る
東
日
本
型
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
海
側
の
津
軽
に

は
西
日
本
型
が
多
く
み
ら
れ
、
し
か
も
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
は
残
虐
な
殺
人
者

と
し
て
で
は
な
く
、
い
た
ず
ら
坊
主
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

　

語
り
手
は
、「
鬼
で
も
自
分
の
女
房
だ
っ
た
、
残
っ
た
舌
を
笹
餅
と
し

て
作
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
鬼
神
を
信
心
し
て
い
る
の
で
、
節
供
に
も
菖

蒲
・
蓬
を
挿
さ
な
い
」
な
ど
と
、
鬼
の
側
に
寄
り
そ
っ
た
心
情
で
語
る
。

　

こ
う
し
た
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
を
支
え
て
い
る
要
素
は
複
雑
で
あ
る
が
、
こ

の
地
方
の
鬼
神
信
仰
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
木
山
周
辺
に
は
、
鬼
に

つ
い
て
の
伝
承
と
そ
れ
に
関
わ
る
社
寺
が
あ
る
。
水
田
開
拓
を
助
け
た
鬼

を
祀
る
鬼
神
社
の
あ
る
弘
前
市
鬼
沢
で
は
、
節
分
に
豆
を
撒
か
ず
、
五
月

節
供
に
も
菖
蒲
・
蓬
を
飾
ら
な
い
。

　

ま
た
、
鳥
居
に
鬼
コ
と
呼
ば
れ
る
像
を
掲
げ
る
神
社
が
岩
木
川
流
域
に

点
在
す
る
。
そ
れ
は
小
さ
く
愛
嬌
の
あ
る
風
貌
を
し
て
お
り
、
な
か
に
は

角
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
伝
承
の
鬼
は
、
昔
話
の
鬼
の
イ
メ
ー
ジ

と
も
重
な
る
。

３
、
蛇
が
鬼
に
変
わ
る
「
食
わ
ず
女
房
」

　

青
森
県
の
「
食
わ
ず
女
房
」
の
採
集
例
は
五
六
話
あ
る
。
こ
の
話
に
は
、

Ａ 

蛇
女
房
型
と
、
Ｂ 

く
も
女
房
型
が
あ
る
。
正
体
が
く
も
と
い
う
例
も

六
話
見
ら
れ
る
が
、
く
も
女
房
型
の
、
く
も
が
自
在
鉤
を
伝
っ
て
下
り
て

く
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
欠
き
、
蛇
女
房
型
の
蛇
が
く
も
に
変
わ
る
。

　

蛇
女
房
型
と
は
い
う
も
の
の
蛇
が
わ
ず
か
六
話
、
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に

過
ぎ
な
い
。
東
北
で
は
蛇
が
鬼
に
変
わ
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
青
森
で
は

特
に
そ
の
比
率
が
高
く
、
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
鬼
・
鬼
婆
・
山
母
・

山
姥
・
山
男
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
結
末
で
五
月
節
供
の
菖
蒲
・
蓬
の
由

来
を
語
る
も
の
が
四
八
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
。

　

食
わ
ず
女
房
が
正
体
を
現
さ
ず
、
最
後
ま
で
嫁
と
だ
け
表
現
さ
れ
る
話

も
六
話
、
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
が
、
こ
れ
は
鬼
に
対
す
る
畏
怖
感
が
希

薄
に
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
津
軽
に
だ
け
、
蛙
・
鯉
・
烏
と
い
っ
た
動
物
も
登
場
す
る
が
、

そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

　

食
わ
ず
女
房
の
正
体

　

正
体

  

全
県

  

南
部

  

下
北

  

津
軽

鬼

三
七
話

一
三
話

一
〇
話

一
三
話

蛇

　

六
話

　

一
話

　

二
話

　

三
話

嫁

　

六
話

　

〇
話

　

四
話

　

二
話

く
も

　

四
話

　

二
話

　

一
話

　

一
話

動
物

　

四
話

　

〇
話

　

〇
話

　

四
話

計

五
六
話

一
六
話

一
七
話

二
二
話

鬼
の
比
率

　

66
％

　

81
％

　

59
％

　

59
％
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５
、
西
日
本
型
の
「
瓜
姫
」
が
津
軽
に

　
「
瓜
姫
」
に
は
、
東
日
本
型
と
西
日
本
型
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。

ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
が
瓜
姫
を
殺
し
て
そ
の
皮
を
か
ぶ
る
と
い
う
東
日
本
型
に

対
し
、
西
日
本
型
は
瓜
姫
が
最
後
に
は
助
け
ら
れ
幸
福
な
結
婚
に
至
る
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

分
布
を
み
る
と
、
幸
福
な
結
婚
に
至
る
割
合
が
、
南
部
で
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
下
北
で
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
津
軽
は
五
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
津
軽
に
限
ら
ず
秋
田
県
の
日
本
海
側
に
も
こ
う
し

た
傾
向
が
見
ら
れ
、
陸
路
を
伝
播
し
た
も
の
と
は
別
に
海
路
を
た
ど
っ
た

も
の
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

川
に
流
れ
て
き
た
瓜
か
ら
の
誕
生
が
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
畑
の
瓜
か
ら

の
誕
生
が
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
異
常
誕
生
の
モ
チ
ー
フ
を
欠
く
も
の
が

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
敵
対
者
の
ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
は
鬼
の
仲
間
で

あ
り
、
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
だ
が
、
猿
・
狐
が
各
一
話
あ
る
。

「
瓜
姫
」
が
結
婚
に
至
る
割
合

　

運
命

　

全
県

　

南
部

　

下
北

　

津
軽

結
婚

一
一
話

　

二
話

　

二
話

　

七
話

死

三
七
話

一
八
話

一
三
話

　

六
話

な
し

　

六
話

　

五
話

　

〇
話

　

一
話

計

五
四
話

二
五
話

一
五
話

一
四
話

結
婚
の
比
率

　

20
％

　

８
％

　

13
％

　

50
％

６
、
鬼
を
祀
る
社
寺
と
鳥
居
の
鬼
コ

　

岩
木
山
の
周
辺
に
は
、
鬼
に
関
係
の
あ
る
社
寺
が
点
在
す
る
。

　

鬼
を
祀
る
弘
前
市
鬼
沢
の
鬼
神
社

　

も
と
鬼
神
社
が
あ
っ
た
弘
前
市
十
腰
内
の
巌
鬼
山
神
社

　

そ
の
近
く
に
は
鬼
神
太
夫
と
い
う
刀
鍛
冶
の
伝
説

　

鬼
沢
村
か
ら
移
転
し
た
弘
前
市
西
茂
森
の
赤
倉
山
宝
泉
院

　

老
鬼
女
が
棲
ん
で
い
た
と
い
う
弘
前
市
百
沢
の
赤
倉
霊
場

　

民
家
の
宅
地
に
建
つ
鯵
ヶ
沢
町
建
石
の
鬼
神
神
社

　

中
道
等
『
津
軽
旧
事
談
』
か
ら
、
要
点
を
引
用
す
る
（
５
）。（

新
漢
字
、
現

代
か
な
づ
か
い
に
変
更
、
以
下
同
じ
）

　

…
…
赤
倉
と
申
す
処
に
は
、
恐
し
い
大
人
が
棲
む
と
、
か
な
り
古
く
か

ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
。
此
の
大
人
は
名
を
卍
錫
杖
と
言
い
、
例
の
前
鬼

後
鬼
に
も
似
た
二
人
と
言
う
事
に
な
っ
て
居
る
。
…
…
中
津
軽
郡
鬼
沢

村
で
は
、
此
の
山
人
と
馴
染
ん
だ
男
を
弥
十
郎
と
申
し
た
。
鬼
沢
村
が

往
古
長
根
派
は
だ
ちと

言
う
た
時
、
件
の
弥
十
郎
大
人
と
知
合
に
な
り
、
相
共

に
新
里
を
開
墾
し
た
が
、
其
の
時
使
用
し
た
鍬
が
村
の
藤
里
喜
三
郎
と

言
う
人
に
伝
わ
り
、
又
大
人
の
蓑
笠
は
祠
堂
の
中
に
納
め
た
と
、
あ
の
土

地
の
人
々
の
話
で
あ
っ
た
。
…
…
但
し
こ
の
鍬
は
三
尺
位
は
あ
っ
た
と
、

寛
政
の
初
年
に
鬼
の
宮
開
帳
の
節
実
見
し
た
練
屋
白
龍
が
書
い
て
居
る
。

鬼
の
宮
は
鬼
沢
村
の
産
神
で
あ
っ
て
、
鬼
を
祀
る
と
こ
ろ
か
ら
此
の
界

隈
で
は
大
き
な
仕
事
の
話
が
絶
え
ぬ
。
…
…
大
昔
、
中
津
軽
郡
裾
野
村
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字
十
腰
内
に
、
鬼
神
太
夫
と
言
う
強
力
無
双
の
刀
鍛
冶
が
あ
っ
た
。
或

時
十
振
の
剣
を
打
出
し
て
自
ら
名
剣
也
と
慢
じ
て
居
た
。
す
る
と
其
の

内
一
振
飛
び
上
っ
て
一
樹
の
杉
の
梢
に
懸
り
輝
き
わ
た
る
。
里
人
是
れ

を
神
と
崇
め
た
が
、
十
腰
無
い
と
言
う
の
で
邑
名
を
十
腰
内
と
呼
ん
だ
。

　

こ
れ
ら
の
社
寺
や
そ
の
信
徒
は
、
今
で
も
五
月
節
供
に
菖
蒲
・
蓬
を
差

さ
ず
、節
分
に
豆
撒
き
を
し
な
い
と
言
っ
て
い
る
。『
津
軽
俗
説
選
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
る
（
６
）。

　

赤
倉
山
宝
泉
院
に
て
は
節
分
に
豆
を
打
た
ず
…
…
宝
泉
院
は
鬼
沢
村

よ
り
引
移
り
て
世
に
鬼
沢
寺
と
い
う
、
此
鬼
沢
一
郷
鎮
守
鬼
な
る
故
に
、

五
月
菖
蒲
を
葺
か
ず
、
除
夜
に
豆
を
打
た
ず
、
此
例
な
る
べ
し
、

　

ま
た
津
軽
平
野
に
は
、
鳥
居
に
鬼
の
像
を
掲
げ
る
神
社
が
散
在
す
る
。
弘

前
市
・
平
川
市
・
板
柳
町
・
鶴
田
町
・
五
所
川
原
市
・
つ
が
る
市
・
中
泊
町

な
ど
、
岩
木
川
お
よ
び
そ
の
支
流
域
に
三
八
体
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
「
鳥
居
の
鬼
コ
」
と
呼
ば
れ
、
怖
い
鬼
で
は
な
く
親
し
み
の
あ
る
存
在

で
あ
る
。
津
軽
で
は
可
愛
ら
し
い
も
の
に
「
コ
」
を
つ
け
て
呼
ぶ
。
花
コ
、

わ
ら
し
コ
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
鬼
コ
は
可
愛
ら
し
い
鬼
と
い
っ
た
形
容
に

な
る
。

　

ア
マ
ノ
ジ
ャ
ク
も
鬼
の
一
種
で
あ
る
が
、
津
軽
で
は
い
た
ず
ら
小
僧
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
挿
絵
は
津
軽
で
生
ま
れ
昔
話
を
聞
い
て
育
っ

た
画
家
が
、
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
で
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
鳥
居
の
鬼
コ
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
が
、
写
真
の
鬼
コ
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
可
愛
ら

し
い
鬼
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鬼
神
信
仰
が
背
景
に
あ
っ
て
、
昔
話
の
鬼
の

イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
て
い
る
。
鬼
コ
が
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は

わ
か
ら
な
い
。

　

鳥
居
の
鬼
コ
に
つ
い
て
は
、
福
士
寿
一
「
津
軽
の
鳥
居
の
鬼
コ
の
背
景
」

が
詳
し
い
（
７
）。

鬼の鬼メージ

画家が描いたアマノジャク
藤田健次『西北ののむがしコ』から

鳥居の鬼コ　弘前市中崎　月夜見神社

鳥居の鬼コ　弘前市種市　熊野宮
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も
っ
と
も
古
い
と
さ
れ
る
弘
前
市
撫
牛
子
の
八
幡
宮
の
場
合
、
最
初
の

像
は
藩
政
時
代
に
甲
冑
師
で
あ
っ
た
高
山
玄
南
の
作
で
、
角
が
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
菅
江
真
澄
も
こ
れ
ら
神
社
の
あ
る
地
域
を
旅
し
て
い
る

が
、
鳥
居
の
鬼
コ
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
福
士
は
「
真
澄
の
時
代

に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
前
に
祠
に
あ
っ
た
鬼
像
が
、
明
治
に

な
っ
て
か
ら
鳥
居
が
建
立
さ
れ
た
と
き
に
飾
ら
れ
た
」
と
推
察
し
て
い
る
。

ま
た
、「
撫
牛
子
の
鬼
コ
に
角
コ
無
エ
、西
郷
隆
盛
首
っ
た
コ
無
エ
」
と
か
、

「
大
高
源
吾
に
鼻
コ
な
い
、
な
い
じ
よ
し
の
鬼
コ
に　

角
コ
無
い
」
と
い

う
わ
ら
べ
う
た
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
三
八
体
の
う
ち
、
掲
示
時
期
が
判
明
す
る
も

の
二
九
体
で
あ
る
。
明
治
期
に
七
体
、
大
正
期
に
一
八
体
、
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
は
四
体
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
い
う
弘
前

市
三
和
の
日
吉
神
社
の
も
の
が
も
っ
と
も
新
し
い
。

　

大
湯
卓
二
は
「
青
森
の
鬼
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
８
）。

　

鬼
コ
が
津
軽
平
野
一
帯
に
分
布
し
、
そ
の
他
の
地
域
に
見
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
か
ら
こ
の
鬼
コ
の
伝
播
は
、
も
と
も
と
こ
の
地
域
に
伝
承
母
胎

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
鬼
コ
を
飾
る
地
域
が
、

岩
木
山
を
中
心
と
す
る
山
岳
信
仰
圏
の
な
か
に
あ
り
、
そ
れ
に
伴
う
守
護

的
性
格
を
も
つ
鬼
伝
説
の
伝
承
圏
と
も
重
な
っ
て
い
る
点
が
注
視
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
鳥
居
の
鬼
コ
は
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
広
ま
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
鬼
神
信
仰
が
あ
る
。
青
森
県
の
昔
話
に
見

ら
れ
る
鬼
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
う
し
た
背
景
が
あ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

注（
１
）	

内
田
邦
彦
『
津
軽
口
碑
集
』
郷
土
研
究
社　

一
九
二
九
年
。
復
刻

版
は
歴
史
図
書
社　

一
九
七
九
年
刊
行
。『
日
本
民
俗
誌
大
系
』
第

九
巻
、
角
川
書
店　

一
九
七
五
年
に
も
収
載
。

（
２
）	

川
合
勇
太
郎
『
津
軽
む
が
し
こ
集
』
東
奥
日
報
社　

一
九
三
〇
年
、

復
刻
版
は
津
軽
書
房　

一
九
七
三
年
刊
行
。

（
３
）	「
村
の
話
」は
八
戸
市
の
奥
南
新
報
に
掲
載
。『
奥
南
新
報「
村
の
話
」

集
成
』（
上
・
下
）
と
し
て
青
森
県
が
一
九
九
八
年
刊
行
。

（
４
）	「
八
戸
地
方
の
昔
話
」
は
柳
田
国
男
が
雑
誌
『
昔
話
研
究
』（
壬
生

書
院
）
第
二
巻
第
二
号
か
ら
十
二
号
ま
で
連
載
（
第
五
号
休
載
）。

（
５
）	

中
道
等
『
津
軽
旧
事
談
』
炉
辺
叢
書　

郷
土
研
究
社　

一
九
二
五

年
刊
行
。
一
ペ
ー
ジ
。

（
６
）	

練
屋
、
工
藤
白
龍
は
弘
前
の
人
、『
津
軽
俗
説
選
』
五
冊
は
寛
政
九

年
に
成
る
。
活
字
本
は
青
森
県
学
校
図
書
館
協
議
会
が
一
九
五
一

年
刊
行
。
一
七
一
ペ
ー
ジ
。

（
７
）	

福
士
壽
一「
津
軽
の
鳥
居
の
鬼
コ
の
背
景
―
と
く
に
役
行
者（
観
音
）

と
毘
沙
門
天
（
鬼
）
と
の
関
連
に
お
い
て
―
」（『
地
域
学
』
四
巻
、

弘
前
学
院
大
学　

二
〇
〇
六
年
刊
行
。
七
七
ペ
ー
ジ
。

（
８
）	

大
湯
卓
二
「
青
森
の
鬼
」（『
東
北
の
鬼
』
所
収
）
岩
手
出
版　

一
九
八
九
年
刊
行
。
六
四
ペ
ー
ジ
。

付
記

　

本
稿
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
さ
さ
き
・
た
つ
じ
／
青
森
県
民
俗
の
会
）


